
JR折尾駅舎にっ いて
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鉄道建築、 JR折尾駅、 木造駅舎、 大正 5i年

１。 はじめに

北九州市八幡西区折尾に皿 鹿児島本線と筑豊本線

が交差する折尾駅がある。 JﾐＲ 折尾駅舎は大正 ５年

(1916) に建設されたと言われる木造２階建ての駅舎

で、 全国の駅舎の中でも木造'2階建ての駅舎は珍しい

と言われている6 またレJR 折尾駅は鹿児島本線と筑

豊本線が交差する日本最初の立体交差駅と言われ、 土

木学会は折尾駅舎を （日本g）近代土木遺産 現存する

重要な土木構羞物j 000禽 でラ､ンクＢと位置づけて
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いる． しかしながち√大正Ｓ年 （1机も） に建設された
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と言われる折匍鋏舎ほ建築年代、設計者、施工者、及

び経緯等は明確ではない。
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区画整理事業を伴づた郡聯郵聯漣められ七いる．
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新駅舎の計画ぱ聯庭緬 とプラッ トホニム毎め4面省で
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柚りの現鼎諒翫鮭比めし ざ．ため向涙． 諏
折尾駅舎は平成２ １年に取り壊される計画である。 す

でに駅周辺地域では建築物等の解体工事が始まってい

る。 そこで、現在のJR 折尾駅について駅舎の歴史と

特徴等を明らかにしたい。

２． 折尾地区の発展

ＪＲ折尾駅前に暗渠と化した堀川が通つている。堀川

は元和７年 (1621) に黒田長政によって造られた運河

で、遠刳IIから洞海湾に繋がっている。開通後は賀面
の通運が始まり、 明治時代になると、 筑豊炭田の石炭

めに捌 ||運河はJII締による石炭輸送の

折尾は船頭たちの中継地となった。 ま

(1883) に 96 戸、 498 人だった折尾村
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写真 －１　 現在のJl t 折尾駅舎

の門司港） 間に九州鉄道が開通し、 同年、筑豊の石炭

を輸送するために筑豊興業鉄道が直方 一折尾 一若松に

開通した．これより先に、明治24年２月28 日（1891）
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に九州鉄謐め折尾駅が完成七、向牟に、筑豊興業鉄道
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の折尾駅も開業七七いるﾉ （1）岫遍公 年 （1894） 年

に煥豊興業鉄廬は姚豊鉄道把改名した．明治 28 年
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（t8面） に2社共同の折尾駅か建設きれ、 １階を筑豊
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鉄道、 ２階を九州鉄道が使用したが、 この時の図面等
．● ; ･． ‘　　 ． ● -　　　　

、　　 ．　　　　　　　　　　 ‘ｙ　
･’ ・ “

め資料は無い． 、　 ……∧･.･　　　　　
･ ･ ･ . ･ ･ ･ ･

明治34 年 （1901） に官営八幡抑威所が操業を始め
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ると石炭の需要が増し、折尾駅は若松へ向かう中継点、

あるいは、筑豊鉄道から九州鉄道に石炭を積み替える

ための石炭輸送の拠嘸とならた． また、折尾駅は水巻
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など周辺地域に点在する中小炭鉱からの石炭の集散地

でもあっ≒ .やがて√耳和レギイ革命と共に石炭の需

要は減少し、折尾駅は石炭輸送朗吏命を終え、近隣の

宅地開発によつ､て√乗降客の多い駅へと変わった．

４．折尾駅舎の変遷

４－１現在の駅舎

現在の折尾駅舎は木造２階建てで、屋根は寄せ棟で

ある．屋根は葺き替えられているが、 木造キングポス

ト トラズの小屋組は改造されてlおらず当初のままであ

る．外壁は昭和 61 年に改修されたサイディングボー

ドが張られ、’淡いピンク色に彩られている． 正面中央

は明治:31 4y(1898) に遠賀郡役所が芦屋から移転し、

それに伴い、 郵便局、税務署、銀行等が移設、 開設さ

れ√大E 7年 (19:㈲ご゙jlj lこ折尾町とな刄繁栄.した し
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＼明治24年 (1891) ､4 月･１日に久留米と=門司 ･(現在
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